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した推計手法による調査研究を実施し、その結果を Emerging Infectious Diseases の 2011 年 1 月号に
発表した。31 の病原体とこれら病原体以外の特定不能な原因物質による食中毒について推計し、米国に


































した。推計にあたり、1999 年に米国 CDC から発表さ
れた推計モデル 3）を再構築して用いた。
上記の推計値をまとめると、米国における年間の食















　1）　 Scallan E et al., Emerging Infectious Diseases 17, 7-15 （2011）.
　2） Scallan E et al., Emerging Infectious Diseases 17, 16-22 （2011）.
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図表　米国における食中毒の年間発生件数・入院患者数・
死亡数の推計
参考文献 2）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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数値は平均値を示す（90％信頼区間）。
ここで言う特定不可能な物質とは、31 病原体以外を指す。デ
ータ不足により食中毒の原因物質と断定できない事例や、既
知の病原体であるが食中毒を起こすことが証明されていない
事例などが含まれる。
